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讃顔趣旨

2020年のオノンピンクを控え毎年 2)000万 人の訪 日外国人の旅行者数が想定されています。

つくば市においても頻繁に F粥催されている国内外の会議や、筑渡山などの観光資源の活用促進

やつくばマラノン等の開絶、成田空港からのアクセスの利便性ナょ`どを受け、今後ますます宿焔

施設の需要が増えることが予想されます。現在においてもつくばエクスプレス駅周辺の宿泊施

設においては、月間の平均稼働率が 85%を超えており、各種イベン トI時にな駅近郷の信 4ヨ施設

のみならずつくば市全:岐の宿泊施設が治床となります。その際には土浦市など近隣市町村の宿

治施設を利用 しなとすればならず、交通アクセスの良い宿泊施殷の不足が漁刻となつています。

平成 28年 6月 1今 回に団土交通省が発出した r宿泊施設の整備に着目した容積率綴和制度の組

設に係る通知」によ加′ば、「部市における宿泊機能は、都市の交流活4Jを支える都市機能の一

つであり、葛4に 宿泊施設の不足を解消する観点のみならず、織光まちづくりの縄点から都市の

拠点、続光資源等の位巴、交通ネットワークの状況等を踏まえ、適剪な地域に宿結施設の誘

導 。"。 余どについて土地書|‐固決定監者は積極的に制度の活用を図るべきである,と ありま

す。さらに、つくば市マスタープランにおいて厳、つくば駅、研究学園駅周辺において r魅カ

的な商紫ヤ́ノ幾催の誘致と都市機能の強 rヒ Jの形成を誦つており多くの市民がその実現を期待 して

います。以上のことから、茨城県の先尊都市でもあるノI〉 くば市においては、そ
ry)社会的役割を

果たすべく、つくばエクスプレス軟前や商業施設エリアにおレヽては秩序ある都市計画を保ち′)

つ楽1史な商業施設や宿泊施設の毯姉tこ由it,て 盛1基準の容横率緩¶J制度の導入を図つていただく



ことを強く望みます。以上の理由により下記の話願を行いますので、市議会の皆様のご理解と

ご協力をよろしくお願い申し上げます。

諦願事項

・国土交通省 「宿泊施設の整備に着日した容積率緩和制度の創設に係る通宍瞬Jを考慮 した宿泊

施設の容積率緩和や都市計画の導入をできる限り早期に実現すこと。


